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ての課題が残 されている。 さて、京都 の小学校 は、学
区制施行に先駆け町衆が主体 となって、1868年(明 治
2)に 設立 し近代学校の成立に大きく貢献 した と言われ
ている。番組小学校は、寺子屋 と漢学塾や心学講舎の
流れ を統合 したものであ り、読み書きやそろばんだけ
でなく、論語や孟子な ども道徳教育や育重視の教育理
念を中心教 えていた。そ もそも番組 とは、室町時代か
ら続いた様 々な構成、規模、形態であった町組を均等
化す るべ く編成 し直された京都の自治組織であり(桑




拠点 として住民が主体 となって運営 してきたことであ
る。その番組 とい う名称は、(小)区 、組 とい う呼称 に
変更 し、明治25年 に学区 と呼ばれるようになるが、現



























ると、平成4年 か ら18年 までの14年 間に廃校 した小
学校が2933校 、中学校が881校 、高等学校等が516
校、合計4330校 であった。特に小学校は、最も多いの
が平成16年 で371校 、平成17年 が316校 と廃校数が
顕著であった(図1)。
次に京都市の小学校児童数は、昭和33年 が最も多
く約15万4千 人であったが、昭和39年 には約9万 人
に急速に減少 している。その後は増加傾向をたどり昭
和56年 には、約13万 人に増加 したが、平成14年 は過





がみ られ る。 このような社会背景の下、学校は統廃合




校 の うち1748校 は何 らかの形で再活用 されている。
平成15年 の文科省 「廃校施設の実態及び有効活用
状況等調査研究報告書」によれば、1573校 では既存の
校舎が現存 している。図3に 示すように1300校 の校舎
が活用されている。最も多いのは、社会教育施設で359


















2.身 近用地(身 近な暮 らしに活用)
3.将 来用地(将 来の需要に備え10年 後に活用)
明治2年 は64校 の番組小学校が統合化 され 、昭和で
は35校 に減少 している。その後も再統合や廃校を繰 り












ガ ミュージアム(Hl8。ll開 館)、 上京区の旧成逸小学
校が、成逸老人デイサー ビスセンター、成逸在宅介護
支援センター(Hl6.2開 館)、 京都市北総合養護学校
(Hl6.4開 校)、 下京区の旧菊浜小学校がひ と・まち交
流館(Hl5.6開 館)で ある。
身近用地は、中京区の旧竹間小学校 が京都市子育て












字病院 ・救命救急センター(Hl6.7開 館)、 京都市子 ど

























下京の3つ の区域の町組(番 組)ご とに1校 ずっ設置






小学校、朱雀3小 学校、朱雀4小 学校、朱雀6小 学校,




ものは70人 より100人 、多きものは200人 より300
人全」 と述べている。また 『京都小学30年 史』では、
本能小学校の在籍児童数が210名(明 治6年)で あっ
たが、明治16年 には400名 に達 し10年 間に2倍 に増
加 してい る。 さらに、 『京都市立学校園沿革』には、
立誠小学校の児童数が385名(明 治2年)、 梅屋小学
校は明治6年 に就学者が急速に増加 した結果、近隣の




のであろ うか。昭和25年 からの 「小 ・中学校 児童 ・
生徒数の推移」(図2)で は、小学校児童数が最も多
かったのは昭和33年 度で154.815人 であった。平成14
年度は過去最低の67.839人 で、若干増加 した もののそ
の後は横 ばい傾向を示 している。同資料で中京区の場
合は、10校 全校児童数をみると、平成16年 が3.801
人、平成17年 が3908人 、平成18年 が3968人 、平成
19年 が3.978人 と増加傾向であった。児童数が減少 し





あったが、平成17年4月 が834人 、平成19年5月 が







るのは仕方 ない」、 「学区民が活動で きる最低限の




教業:「 自治会館 を併設」、「教業の名を残 したい」
「学区民の理解が得 られてから実施」
龍池:「 小学校が無 くなるとい う地域性の問題」
「(跡地は)学 区の貴重な財産」、 「(学校 は)地 域
の拠 り所」、「何よ りも地域の声を大切に」
柳池:「 区民の声を十分に反映」
銅駝:「 学区の活動拠 点が無 くなる」、「地元の要望
は可能限 り配慮」
本能:「 小学校の統合 は役 を得ないが、学 区がなく
なったわけではない」、 「職住一体のまち」、 「自治
活動に活用 している」
明倫:「 校舎は表側だけでも残 して欲 しい」
日彰:「 各学区との120年 続いた学校が閉校になっ
た」、「断腸の思いである」
立誠:「 校舎 も塀 も老朽化 し早 く崩 してほしい」




に取 り組んでいる。学校 は、住民達の資金で作 られた
貴重な財産だか らこそ、「教業Jと い う学区名や校舎の
一部で も残 したいとい う気持ちが心底にある。学校 を
失 うとい うことは、建物などの物理的な喪失、また、
学校 という空間的な喪失でもあり、学校の歴史 とい う
時間的な喪失の意味も含まれているだ ろう。「小学校
の統合 はやむを得ないけ ど、学区がな くなったわけで










戦国時代か ら京都で培われてきた町組 とい う自治
組織の発達が今 日の京都の自治を支えてきた中核 にあ
るといわれている。町組 とは、戦国時代から安土桃山









る。14世 紀か ら15世 紀になると、公家や寺社の 日記
類に 「上辺」「下辺」の表記が頻出 し、15世 紀以降は





か ら、「上京」 「下京」あるいは 「上京 中」 「下京 中」と
よばれていた集団として位置づけている。
さて法華一揆 とは、土一揆や一向一揆や大名 の襲撃












心に した下京の集落を言 う。この2地 域の町組が江戸
期以降の町組の中心となる。
また、町組は、先述 した地理的な条件や治安維持 と
い う側面だけでな く、年頭拝礼の費用負担の分担 とし
て2分 されていた とい う点 も考慮 しなければならない
だろう。っま り、町組は上京や下京 に課せ られる負担
を分割負担する単位であ り組織で もあった と言える。
京の中心部に集落ができたのは、地理的に右京は低
湿地帯であったために早くから荒廃 した。当時、家が
点在 していたが、殆 どが農地で立地条件が悪 く住民は
自然的に左京方面へ移住 して行った。また、平安時代
中期以降の京都 は、北部は貴族の住宅。南部は、庶民
の町 と分化 し、中 ・南部は商業座の店棚で賑わう場所
であった。町の成立は自然発生的なものであるが、集
落が形成できる土地条件も加味 され相互扶助的な精神
















1871年(明 治4)に 文部省が設置 され、全国の学校制
度 を施行するためのモデル校でもあった。




れ、利殖 して永世元資とした」 と述べ られている。











り、共助 とい う助 け合 う精神性 から資金徴収 し住民達
の手で学校を作ったのだろう。
この番組小学校は、学校と町組の町会所 とが兼用 さ
れた建物 であ り、町組の役員が詰める部屋(出 勤場)、
消防の係 り(学 校火消 し)や 学区を警羅す る見廻組の




1872年(明 治5)2月21日 には、棋村正直(の ち府
知事)の 尽力によって計画を断行 し、上京第27番 組小






番組小学校の特徴 として、学校 と自治組織が併設 し
ていることが京都の学校の特徴 として挙げ られる。
以下、番組小学校の特徴 として4つ 列挙す る。






② 交番…1870年(明 治3)に 学区の治安のために、
京都府 か ら派遣 され た警護方(平 安 隊 と呼ばれ
る)の 屯所が各小学校に設置 された。警護方の任
務は、夜間2人i組 で学内パ トロールを行 う。1872
年(明 治5)に は、警護方は羅卒 と名称が変わ り、
一町組12名 に増員 され、1877年(明 治10)、 巡
査 と呼称が改められ る。




日彰小学校(明 治5年) 龍池小学校(明 治39年)
図6龍 池小学校の校舎平面図
(出典)「 閉校記念誌 日影一輝ける124年 のあゆ






れたことが要因だ と推察す る。1868年(明 治元年)京
都裁判所を京都府 と改称 し、江戸を東京 とし翌年に首
都が東京に移った。その危機感から京の繁栄を維持す
るには教育を普及 し、人材を養成することが望ましい































ていた。応仁 ・文明の乱で荒廃 した街の治安 を維持す
るために幾つかの町が集まって強固な 自治組織を作る
ために 「町組」を作 り、江戸期には現在の区役所、警











町組 は近隣相寄って相互扶助を中心 として形成 されて
きた町である。
自治は2つ の側面を持ち、①自分たちの町内のこと
は、自分たちで決める(支 配者 に対 しての自治)、②町
内のもめごとは町の中で処理をする(町 組の法的役割)




神輿の巡行は下京とい う町組 の共同体をひ とつにまと
めていく役割 を担 っている。また、「この祝祭を通 して
学区の共同体を構成す る成員は、互いの絆を再確認 し











関 しては、平成16年 に学校運営協議会制度(コ ミュニ
ティ ・スクール)が 創設され、保護者や地域住民の意
向や要望等を踏まえ権限と責任 を持 ち運営に参画す る
ことになっている。京都 の番組小学校は、コミュニテ
ィ ・スクールの発端 であ り、学校は教育機関のみな ら
ず警察署、消防署、区役所な どの地域の 自治組織 とし
て住民生活を支えてきた。また、住民の共有の建物や
敷地は、社会的な凝集性や統合性 もある。



















要な課題 であろう。120年 前に作 られた番組小学校は、
年月が経過 して も住民 自治を兼ね添えた住民のための
学校である。今後は、住民主体で教育や地域の在 り方
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